職　務　経　歴　書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　20xx年xx月xx日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　○○ ○○
· 経験・技能概要（責任者として対応可能な分野）
	管理会計
	予算作成、予算実績対比

	英文会計
	US GAAPに基づく英文財務諸表　対応可能

	税務会計
	法人税申告書作成　各別表作成、消費税申告書作成、償却資産税申告書作成　他

	連結会計
	資本凍結、債権債務相殺消去仕訳、連結財務諸表作成　他

	マネジメントスキル
	マネージャーとして最大5名のマネジメントを行う

	語学（英語）
	海外本社に対して、電話、メール、文書作成など全て対応経験あり

	ITスキル
	Excel、Word、PowerPoint、会計ソフト（○○会計、SAP R/3）


■　職務経歴
□200Ｘ年　Ｘ月～200Ｘ年　Ｘ月　○○○○株式会社：東証一部上場
【事業内容】情報システム、情報処理ならびにこれらに関するサービスの提供
【資本金】○○○億円　【売上高】○,○○○億円（200Ｘ年度）　【従業員人数】○,○○○名　
	期間と所属
	業務内容

	20xx年x月

～

20xx年x月

本社

総務部経理課


	経理

	
	【業務内容】
一般会計
· 月次・年次決算（仕訳→試算表の作成→決算報告者の作成）

· 受取手形の債権保全（支払手形の相殺）

管理会計
· 月次損益、予算実績の差異分析

· 製品毎の個別原価管理

次中長期計画書の作成

· 営業担当者との折衝（代金回収および工事進捗状況など）

· キャッシュフロー予想表の作成

税務会計

· 固定資産の償却資産税申告、土地の減税申請

· 財産基本通達に基づく土地の時価評価額査定（地価税申告）

· 法人税の別表作成（土地譲渡益課税）

公認会計士対応全般

	20xx年x月
	リーダー職に昇格（部下4名）

	20xx年x月

～

20xx年x月

	ERPパッケージ導入プロジェクトチームに経理部門の責任者として参画。通常業務と兼務

	
	【業務内容】

○○○社との経理システム開発/導入プロジェクト

· 総開発費用10億円、ピーク時の投入人数50名以上

· 全社に基幹統合パッケージ SAP R/3を導入

· 会計モジュールをベースに、独自機能××××を追加

· 経理部門の人数半減を目標とした業務改革（BPR）

【担当役割】

業務プロセス分析～導入企画～要件定義～カスタマイズ～統合テスト～導入～

ユーザー教育の過程に専任として参画

【成果】

経理部門の人員削減計画実施に貢献

· 販売・物流、生産・購買、会計、原価計算をカバーする基幹系業務システムを再構築

国内の営業・生産拠点および海外現地法人とのシームレスなデータ活用を実現した。


□200Ｘ年　Ｘ月～現在　○○○○株式会社： 
【事業内容】人材紹介、人材派遣、アウトプレースメントなど国際的な総合人材サービス

【資本金】○○○億円　【売上高】○,○○○億円（200Ｘ年度）　【従業員人数】○,○○○名　
	期間と所属
	業務内容

	20xx年x月

～現在
総務部財務課


	財務管理Gr マネージャーとして配属（部下5名）

	
	【業務内容】

連結財務諸表作成、および統括
連結決算システム管理/運用

決算短信作成

有価証券報告書作成

連結子会社への会計処理指導

四半期毎の連結決算

【担当役割】

個別会社決算から連結決算への転換に伴う諸業務

従来5営業日であった締切日を、業務効率により3営業日に改善する
· 連結キャッシュフロー計算書の導入
· 税効果会計

· 金融商品会計などの新会計基準の導入
· 合併/株式交換/会社分割に関する会計処理

	20xx年x月

～

20xx年x月


	経理課システムプロジェクトチームの責任者として参画。通常業務と兼務。

	
	【業務内容】
新たな連結決算システム(パッケージソフト)導入の検討/提案
同システムと個別決算システムのデータ連携機能やデータ間整合性チェック機能の開発/提案
【担当役割】

プロジェクトマネージャー（メンバー社内2名　外注先10名）

【成果】

2003年度中間連結決算の発表日を前年比2週間短縮するなど連結決算業務の効率化を実現
前職からの経理システム開発/導入経験を生かし、四半期連結決算実施の必要性とその実現に必要なシステム要件を提案し、かつ四半期連結財務諸表の有用性を確保するように、実施要綱をまとめ、各社の20xx年度より四半期連結決算を試行。また連結決算実務を若手メンバーに引き継ぐべく、教育/指導にも注力しました。


· 所有資格

20xx年  日商簿記検定１級合格

20xx年　初級システムアドミニストレータ合格
20xx年　TOEIC　スコア○○○　
20xx年　税理士科目合格（簿記論、財務諸表論、法人税法）
現在、税理士と併せて、米国公認会計士（US CPA）取得に向けて、独学中。
　　　
■　自己ＰＲ
海外展開をしている日系大手メーカー、そして世界展開をしている外資系企業で、経理・財務業務を××年間経験してまいりました。
その中では仕事にも恵まれ、英文会計や連結決算を経験し、二度のシステム導入を通じて、業務プロセス分析からユーザー教育までの一連の流れを、責任者として対応できるスキルを身に付けました。
この度、貴社を希望させていただきましたのは、日本法人のスタートアップとして、経営幹部を募集されているためです。経営幹部としての経験はありませんが、今までの経験を生かしていけば、必ずお役に立てると確信しております。

現在はさらに加速している会計分野の国際化に対応するため、米国公認会計士取得に向けて○○インターナショナルに通学中です。
何卒、よろしくお願い申し上げます。
以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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